
測定値をグラフ化 して考察を行う化学実験の開発
～コンピュータによる化学実験の支援～

石川県立金沢泉丘高等学校 教諭  鹿 野 利 春

1.は じめに

定量実験で、測定にセンサーを処理に表計算ソフト

を用いることにより、正確に多数の実験値を扱うこと

が可能である。これらの値をグラフ化することにより、

変化の推移がわかり、化学的な事象について深い考察

を行わせることができるようになると考えた。

2.研 究の目的

′|:徒が定重実験を行い、その結果から深い考察を行

うことを目指 して以下の 4つ を研究の目的とした。

11)実験 しながら測定値をグラフ化する方法の開発

(21測定値を自動的に入力する方法の開発

(3)測定値をネットワークで収集する方法の開発

141実験から得られたグラフから考察する授業の実施

3.研 究の方法

測定値をコンピュータに持っていくまでの段階と、

これを処理 したり、 ネットワークて集めたりといった

段階の 2つ に分けて要素技術を開発した,測 定1れをク

ラフ化 して考察を行う授業を設言|し、開発 した技術iを

用いてこれを行い、結果を評価 した.

4.研 究の成果

電子天枠とコンピュータを直接に接続 し、質量変化

を伴う定量実験の方法などを開発 した。これにより、

過酸化水素の分解なと、反応に伴 う質量変化を1秒ご

とに自動的にコンピュータに記録できるようになった。

これを表計算ソフトで処理することにより、反応速度、

反応速度定数などを沢1定終了後すぐに計算 し、グラフ

を表示することが可能になり、実験に現れた化学的事

象について生徒の考察を深めることができた。

レーザ ー モ ジ ュー ル を利 用 した

多機能 レーザー光源 の作成 と利用

石川県立鶴来高等学校 教諭  垣 内 貴 司

1.は じめに

物理の 「光波上の分野で、 レーザー)と源を用いた実

験を行うことは重要である。 しか し、そのレーザー光

源に関 して、実験用Jとして市販されているものは非常

に高価であり、また大型のものが多く気軽に実験 しよ

うと思うには持ち運びが不便であることが多い。そこ

で、今回集,光性の良いレーザーモジュールか安価に販

売されていることから、それを利用して赤色(波長650

n lan)および緑色(波長532nin)の小型 レーザー光源を作

b文することにした,

2.作 成方法

レーザーモジュールの電源は中 i電池 2本 を使用 し

た。 レーザーモジュールが小型であることからカバー

のついた単=電 池 3本 が入るケース (図 1、図 2)を

利用し、乾電池 2本 を入れて余るスベースにレーサー

モジュールを収納 し、ケースにレーザーを通す穴を開

ける加 にを行 って完成させた (図 3イ f瑞か緑色 レー

十一),

さらに、赤色 レーザーモジュールか小114(緑色レー

ザーの 1/3程度)で あることから、その■いたスペー

スを利用 して音声信号の人力機能を追加|することにし

た。鉄 くぎにエナメル線を巻いた白作のコイルを作成

し、さらにケースを加工して丸
il!f11;ケ

j人 力用のメスの

ビンジャ ックを取 り付けた (図1).ALl線に関 しては

岐申物Tllサークル編著 tTの らねこの挑戦二新生出版

(1996)を参考にして完成させた (図5).

ギ磁
3 . まと め

子のひらにのる大きさで重量も軽いため持ち連びに

非常に便利である。費用も赤色 レーザーが1,000円程

度、緑色 レーザーは7,000円程度で作成できる。 た通

信機能を兼ね備えた多機能 レーザー光源であるため、

単なるレーザーポインターとしての利用はもちろん、

物理分野の干渉実験、相互誘導実験、光通信実験、化

学分野のチンダル現象の実験など、ヽヽろいろな場面で

活用することが可能である。
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5.課 題と展望

機器の操作方法をより簡易にすること、この実験の

普通科での実施、他校への普及が今後の課題である。

図 5図 4
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越馬徳治科学教育研究奨励の概要

分子模型や 3D分 子モデル作成ソフ トを使った脂肪

族化合物の立体構造や異性体の指導法の開発と実践

石川県立金沢泉丘高等学校 教諭  田 口 雅 範

1,1ま じめに

,旨肪族化合物の立体構造や異性体の学習においては

適当な実験や実習がなく、教科書等の図や板書を通 し

て説明 していた。 しかし、それらは、あくまでも3次

元の分子を 2次 元で表現 したものであり、実際の分 r

構造を正確に伝えることは難 しく、生徒もイメージヒ′

にくかった。(下図参照)そ こで、原 子・分 rを |+に

見える形で具体化できる分子模型やパソコンの向而 L

に立体分子を描き出す3D分 子モデル作成ソフ トを使

えば、分子に対するイメージが膨 らみ、理解が深まる

と予想 して、教材作成 ・授業実践を行った。

図 プ ロパンの構造式と立体構造

2.研 究内容

次の0～ ④の実習教材を作成 し、それを使って実践

授業を行い、生徒の感想 ・意見をまとめた。以下に作

成 した実習教材とその目的を示 した。

0分 子の立体構造と化
″
丁!反応

分子や化!半反応式をみて、原子や分子の構造や変化

をイメージできるようにする。

②鎖状飽和炭化水素

アルカン、アルケン、アルキンの構造式より立1本構

造をイメージできるようにする。

0ア ルコールの立体構造と異性体

炭化水素とアルコールの関係をr里解 し、異性体か 1

‐化合物かの区別ができるようにする。

0糖 類の立体構造

α―グルコースとβ
―グルコースの立体構造の違い

をF理解する。単糖類の縮合重合により2糖 類や多糖類

ができていることを体験的に学ぶ。

3 . まと め

アンケート調査の結果、「実際につくってみて構造が

わかった気がする。J「有機の理解が深まり、立体モデ

ルをイメージできるようになった。J等 の意見があった。

本研究は、分子の立体構造の学習において有効である

と考えられる。今後は、アミノ酸とタンパク質や脂質

等の天然高分子化合物の教材を増やしていきたい。

酵素 に関する学習 における教材開発 と実践

～アミラーゼによる水あめ作 り～

石川県立鶴来高等学校 教諭  見 砂 智 子

1.は じめに

昨イlil支、 +1‖ltll斥と関連 した弾科指導の二人改キと

して、酵素け)中】亡ごFミ ラーセ (植物甫i来)を 教材に

授業実践を tた  アドlit虻|よ、課題研究の位置付けで実

践を行った― 丁t・,一七|よ、 ljくから末あめの巧〔料と

して利HJされてきた.)て、カタラーゼやデヒドロゲナー

ゼより、身近にFrる||_て| るヽという印象がある。また、

雨子の発芽に1業1係する丁,て、llt物ホルモンのF卜元に触

れることもできる―また、化学選択者でなくても、粘

類の分子構造なとを学習することかできる良い教材て

ある.

2 実 践の方法と目的

!実践においてtiよ、ア|:従か■キイとたことをベースに、

疑問を感 じたことについて、|l it的に研究することに

重点をおいた。

|」的は、課題研「究の 打後丁メ||にびDI犬態を、テスト

及びアンケー トによ‐て成喫とキ奥題を得ること、また、

授業で利中」てきるヤlt'上
″
え孜をつ (る こととした。

3、 実践の内容

1 中 Trit rゎ テンフンと糖類

立 十 ン7,ャメ1質

I Fヽ 手―セめ性質

二 十 ンアンを命む植物

昂 左 増lⅢらの末あめ作り

,十 千 スト及ひアンケー ト

T お いと( 水ヽあめ作り

丁ミ=ラーゼの水質特異性、最適温度、最適 pII、米

■と輝ケまtの 1増係を調べる実験は、生徒が仮古,とをlrて、

千1京を決めた,麦 芽のHTN乳・種皮、根、芽の川Hにア ミ

ラーゼのi舌性が大きく、芽から作った水あめか古いこ

ともわかった。

4 ま と め

初めは消極的たった生徒か、全員i高|′1かったと「II

各 した。r甲由は、降系のことが良 くわかった、知|れは

知るほとおもに′ろい、毎回結果が出て楽 しい、という

ことであった。実際、休み時間や放課後に実験を続け、

質問するなど、非常に積極的になった。

指導にあたっては、結果をグラフ化することに車ナ!Ⅲ

を置 く必要があったと考えている。

Ｈ一

Ｈ
ｉ

ｃ

ｌ

Ｈ

一

Ｈ
ｉ

ｃ

ｌ

Ｈ

一

Ｈ
Ｉ
‐
Ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｈ

一Ｈ

- 4 -




